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重点地区以外の地域においては、「迷惑行

為防止活動推進地区」（門司港レトロ地区、

若松南海岸地区、下曽根駅前南側大通り地区、

八幡駅前地区、戸畑駅前浅生地区）をはじめ

として、市内一円でボランティア団体による

迷惑行為防止のための啓発活動に取り組んで

います。

また、迷惑行為の防止に向けた施策を総合

的かつ計画的に推進していくため平成 23年

2月に「北九州市迷惑行為防止基本計画」を

策定しました。

1　環境影響評価制度

環境影響評価制度、いわゆる環境アセスメントは、土地の形状の変更、工作物の新設などを行う事業者が、その事業の実

施に当たりあらかじめその事業に係る環境への影響について自ら適正に調査、予測及び評価を行い、その結果を公表して地

域住民等の意見を聴き、場合によっては事業内容を見直すなど、適正な環境保全対策を講じようとするものです。

本市は、昭和62年に「北九州市環境管理計画運用指針」を策定し、事業の実施に係る環境アセスメントを進めてきまし

たが、平成9年の環境影響評価法の成立を踏まえ、平成10年 3月に「北九州市環境影響評価条例」を制定しました。さらに、

平成23年 4月の法改正による制度拡充に伴い、平成25年 3月に条例を一部改正し計画段階環境配慮書の手続き等を導入

しました。平成24年度末までに、方法書15件及び準備書14件の審査を行い、環境影響評価審査会の意見を踏まえ、環

境保全の見地から市長意見を提出しました。

2　北九州市環境配慮指針

市民の環境保全意識の高まる中、開発事業には、地域の生活、自然環境の状況、周辺の土地利用や景観・町並みの状況等

に応じ、適切な環境保全への配慮が求められています。このため、開発事業者が環境影響評価や環境保全への配慮の検討を

行う際の手引となる「北九州市環境配慮指針」を、平成18年 9月に策定しました。

この指針は、開発事業の規模の大小、事業者の官民の別にかかわらず活用できるように作成しており、そのうち、市が実

施する開発事業については、本指針を活用した環境配慮チェック制度を平成19年 4月より導入しています。

3　自然環境アドバイザー制度

「北九州市環境配慮指針」の活用にあたり、特に専門的な知見が必要となる自然環境の保全対策に関して、この分野の専

門家に対して、効率的に助言を求める制度です。平成19年度に制度の試行を開始し、これまでに2件の公共工事を自然環

境アドバイザーからの助言を受けて行いました。

第 4 節　開発事業における環境配慮の推進

　資料編　1. 予　算

特別会計：特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計から収支経理を分離して別に会計を行うものを指す。

■平成25年度当初予算額（単位：千円）

a. 一般会計 +特別会計

b. 一般会計

c. 特別会計

一般財源
7,058,769
34.2％

環境総務費
1,198,030
5.8％

職員費
4,475,374
21.7％

環境保全費
2,837,433
13.8％

環境科学研究所費
107.817
0.5％

ごみ処理費
3,227,036
15.7％し尿処理費

399,851
1.9％

工場費
3,790,325
18.4％

環境施設建設費
2,934,675
14.2％

廃棄物発電特別会計
1,627,000
7.9％

雇用創造事業費
14,741
0.1％

負担金
1,800
0.01％使用料及び手数料

3,506,230
17.0％

国県補助金
1,307,327
6.3％

財産収入
28,218
0.1％

諸収入
5,492,938
26.6％

20,612,282
100％

20,612,282
100％

市債
1,590,000
7.7％

廃棄物発電特別会計
1,627,000
7.9％

歳入 歳出

環境総務費
1,198,030
6.3％

職員費
4,475,374
23.6％

雇用創造事業費
14,741
0.1％

環境保全費
2,837,433
14.9％

環境科学研究所費
107,817
0.6％

ごみ処理費
3,227,036
17.0％

し尿処理費
399,851
2.1％

工場費
3,790,325
20.0％

環境施設建設費
2,934,675
15.5％

一般財源
7,058,769
37.2％

使用料及び手数料
3,506,230
18.5％

国県補助金
1,307,327
6.9％

財産収入
28,218
0.2％

諸収入
5,492,938
28.9％

18,985,282
100％

市債
1,590,000
8.4％

歳入 歳出

18,985,282
100％

負担金
1,800
0.01％

発電収入
1,028,851
63.24％

発電施設管理費
609,864
37.5％

熱供給施設
使用料
1,900
0.1％

熱供給施設管理費
7,785
0.5％

発電施設整備費
153,735
9.4％

繰出金
755,616
46.4％

予備費
100,000
6.1％

繰越金
371,633
22.8％

雑入
224,616
13.8％

1,627,000
100％

歳入 歳出

1,627,000
100％
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　2. 施設概要

■施設分布図（平成25年4月現在）

環境局は、3環境センター、3工場、1処分場及び1科

学研究所などの施設を有し、収集・運搬・処理・処分・分

析を行っています。

■施設一覧表

環境局
アジア低炭素化センター

新門司環境センター
日明環境センター
皇后崎環境センター
環境科学研究所

小倉北区城内1番1号
八幡東区平野一丁目1番1号
（北九州市国際村交流センター）
門司区新門司三丁目78番地
小倉北区西港町24番地
八幡西区夕原町2番10号
戸畑区新池一丁目2番1号

新門司工場
日明工場
（粗大ごみ資源化センター）
日明かんびん資源化センター
北九州市プラスチック資源化センター
皇后崎工場
本城かんびん資源化センター

門司区新門司三丁目79番地
小倉北区西港町96番地の2
（同上）
（同上）
小倉北区西港町86番13号
八幡西区夕原町2番1号
八幡西区洞北町7番10号

西港し尿圧送所
皇后崎し尿投入所

小倉北区西港町24番地
八幡西区夕原町2番4号

響灘西地区廃棄物処分場 若松区大字小竹地先

日明積出基地 小倉北区西港町97番地の3

環境ミュージアム
北九州市エコタウンセンター
響灘ビオトープ

八幡東区東田二丁目2番6号
若松区向洋町10番地の20
若松区響町一丁目126番1号

582-2173
662-4020

481-7053
571-4481
631-5337
882-0333

481-4727
581-7976
（同上）
583-7200
591-5340
642-6731
693-8525

561-8816
641-8011

771-3991

581-9540

663-6751
752-2881
751-2023

平成25年4月現在

施設名称

事
務
所

ご
み
処
理
施
設

し
尿
処
理
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設

埋
立
地

そ
の
他
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上
運
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所在地 電話番号

皇后崎し尿投入所
皇后崎工場

皇后崎環境センター

北九州市
エコタウンセンター

響灘ビオトープ

響灘西地区
廃棄物処分場

新門司環境センター

日明環境センター
西港し尿圧送所

北九州市プラスチック資源化センター

日明工場
粗大ごみ資源化センター
日明かんびん資源化センター
日明積出基地

環境局

環境ミュージアム

アジア低炭素化センター

環境科学研究所

新門司工場

本城かんびん資源化センター

八幡西区

八幡東区

小倉南区

門司区

小倉北区

戸畑区

若松区

環境ミュージアム アジア低炭素化センター 環境科学研究所

新門司環境センター

日明環境センター

皇后崎環境センター

北九州市エコタウンセンター 響灘ビオトープ

日明積出基地

新門司工場

日明工場

皇后崎工場

日明かんびん資源化センター

日明工場粗大ごみ資源化センター

本城かんびん資源化センター

北九州市プラスチック資源化センター

響灘西地区廃棄物処分場全景（平成18年9月）

皇后崎し尿投入所
皇后崎工場

皇后崎環境センター

北九州市
エコタウンセンター

響灘ビオトープ

響灘西地区
廃棄物処分場

新門司環境センター

日明環境センター
西港し尿圧送所

北九州市プラスチック資源化センター

日明工場
粗大ごみ資源化センター
日明かんびん資源化センター
日明積出基地

環境局

環境ミュージアム

アジア低炭素化センター

環境科学研究所

新門司工場

本城かんびん資源化センター

八幡西区

八幡東区

小倉南区

門司区

小倉北区

戸畑区

若松区

環境ミュージアム アジア低炭素化センター 環境科学研究所

新門司環境センター

日明環境センター

皇后崎環境センター

北九州市エコタウンセンター 響灘ビオトープ

日明積出基地

新門司工場

日明工場

皇后崎工場

日明かんびん資源化センター

日明工場粗大ごみ資源化センター

本城かんびん資源化センター

北九州市プラスチック資源化センター

響灘西地区廃棄物処分場全景（平成18年9月）
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　3. 環境に関連する市の主な支援制度等（平成25年8月現在）

1. 市民、団体等を対象としたもの
（1）古紙のリサイクル [4ページ ]

◦集団資源回収団体奨励金制度

古紙回収を行う地域の市民団体に対し、回収量に

応じて奨励金を交付。

◦まちづくり協議会地域調整奨励金制度

地域内での古紙回収促進の PRなどを継続して行う

まちづくり協議会に対し、奨励金を交付。

【担当：環境局循環社会推進課　☎582-2187】

（2）剪定枝のリサイクル [4ページ ]

町内会などの地域団体（概ね 100世帯以上）が各家

庭から集めた、剪定した枝・木の葉・草を市が回収。

【担当：環境局循環社会推進課　☎582-2187】

（3）廃食用油のリサイクル [4ページ ]

家庭から出た廃食用油の回収を行う町内会やまちづ

くり協議会に、回収ボックスを貸与。

【担当：環境局循環社会推進課　☎582-2187】

（4）生ごみのリサイクル [4ページ ]

生ごみ処理機設置助成制度

市が指定した処理機を購入する市民に、購入価格（税

抜き）の1/ ２（上限 2万円）を助成。

【担当：環境局循環社会推進課　☎582-2187】

（5）グリーンフロンティア助成[9ページ ]

北九州市環境モデル都市地域推進会議に登録してい

る市民団体や事業者等に対し、活動費用の一部（1団

体あたり活動費用の1/2、上限 25万円）を助成。菜

の花の栽培・収穫・搾油を通じた環境学習に対する助

成（平成19年度開始）について平成25年度から当

助成に統合。

【担当：環境学習課　☎582-2784】

（6）打ち水活動[18ページ ]

打ち水を実施する市民団体・事業者等に対し、桶・柄

杓・貯水プール、法被等、道具を無料で貸与。また、

市庁舎周辺で打ち水を実施する場合は、雨水再利用水

を提供します。

【担当：環境局環境未来都市推進室　☎582-2238】

（7）環境未来都市 住宅リフォーム等促進事業[20ページ ]

既存住宅のエコリフォームや高齢化対応リフォーム

等を行う工事及び、エコマンションの新築に対し、そ

の費用の一部を助成。

【担当：建築都市局住宅計画課　☎582-2592】

（8）エネファームの設置[26ページ ]

自ら居住の住居に家庭用燃料電池（エネファーム）を

設置する市民に、設置費用の一部（1件あたり平成

24年度 8万円、平成25年度 7万円）を補助。

※国の補助を受ける必要があります。

【担当：環境局環境未来都市推進室　☎582-2238】

（9）小型浄化槽の設置[31ページ ]

小型浄化槽を設置する市民・事業所に対し、補助金を

交付。

【担当：環境局業務課　☎582-2180】

（10）環境未来技術開発助成事業[35ページ ]

新規性・独自性に優れ実現性の高い環境技術の実証研

究や社会システム研究等に、研究費用の一部を助成。

【担当：環境局環境未来都市推進室　☎582-2630】

2　事業者を対象としたもの
（1）中小企業省エネ設備導入促進事業[21ページ ]

省エネ設備や新エネ設備を導入する市内の中小企業

等に対し、補助対象経費の1/3（上限300万円）を助成。

【担当：環境局環境未来都市推進室　☎582-2630】

※このほかにも、国や県等による支援制度もあります。

※[　] 内は本文の関連ページ


